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	　土木物資部


　発災後は、直ちに復旧作業、救援活動を開始することから、これら活動を阻害する道路上の放置車両、被災車両及び倒壊物件等による交通障害を直ちに除去し、作業車両、救援車両の通行路を優先して確保する。

１　障害物の除去処理（土）

　　村は、倒壊した建物や電柱、街路樹等の障害物を速やかに除去し、道路交通の確保を図る。

　(１)　優先順位

　　　緊急交通路を優先して行う。また、危険なもの、通行上支障のあるもの等から先に収集・運搬する。

　(２)　障害物の除去作業は、周囲の状況等を考慮し、事後支障の起こらないよう配慮して行う。

　(３)　村は、災害廃棄物の発生量及びその処理見込み、廃棄物処理施設の被害状況及び稼働見込み等の把握を行うとともに、県に対して報告する。

　(４)　応援協力体制

　　ア　村に所在する各機関等から応援、協力要請があったときは、必要に応じて適切な措置を講ずる。

　　イ　村単独での実施が困難なときは、知事等に応援協力を要請する。

２　除去障害物の集積、処分方法（土）

　　障害物の集積、処分は、その障害物の所有者又は管理者が行うものであるが、一時的に多量に出る障害物が二次災害の原因となるなどの事後支障を生じさせないため、集積場所の確保、障害物の権利関係を事前又は発災後直ちに確認し、速やかな物件の集積、処分を行う。

　(１)　集積場所の確保

　　ア　障害物の一時集積場所を確保し、損壊した建物の残骸等持ち運びの困難なものを運搬し、集積する。その際、再び人命、財産に被害を与えるなど、事後の支障が起こらないよう配慮して行う。

　　イ　除去した障害物の保管場所は、盗難等の危険のない場所を選定し、保管を始めた日から14日間、その工作名等を公示するものとする。

　(２)　障害物の処理

　　ア　がれきの粉砕・分別を徹底し、木材やコンクリート等のリサイクルに努める。また、アスベスト等の有害廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137号）等の規定に基づき、適正な処理を進める。

　　イ　障害物の処分は、周囲の状況等を考慮し、事後支障の起こらないよう配慮して行う。

　(３)　応援協力体制

　　ア　村に所在する各機関等から集積、処分について応援、協力要請があったときは、必要に応じて適切な措置を講ずる。

　　イ　村単独での実施が困難なときは、知事等に応援協力を要請する。

３　労働力等の確保（土）

　　障害物の除去、集積及び処分については、村内指名参加業者等に対し、労働力及び資機材の供給について協力を要請する。
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